文　化　　講　　演　　会
日　時平成２２年５月２３日(日)午前１０:００～１１：３０
申込み不用　・入場無料
場　所
廿日市市天神１１　「中央市民センター（旧公民館）」

　　　　　　　　　　　　廿日市天満宮　大鳥居前　　☎　０８２９－２０－１２６６
演題　「絵図を歩こう江戸期廿日市宿」　
江戸期の廿日市はどのような町だったのか。
文化5年の町屋絵図（1808）と正徳年間（1711～171５）の町屋絵図にある当時の屋根（瓦葺・板葺き・茅葺など）から廿日市の姿を振り返る。徳川時代中期の屋号や表口からその家並みの移り変わりを探る。電子機器による「新しい角度で歴史研究」の試み、そこに投影される史実から様々な体験ができる携帯情報端末（PDA）が開発された。
平成の世・・・「江戸期廿日市宿」にタイムスリップ・・・町屋を絵図でたどろう！
講　師　広島工業大学　工学部都市デザイン工学科
環境学部地域環境学科（併任）　准教授　
　　　　　博士(工学)　　三　好　孝　治　　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廿日市市郷土文化研究会　理事）
主　催　　廿日市市郷土文化研究会
